
　　たこやきう蛸焼(１)Ｖ２ぐ’
つりゅ

１

２
大
会
連
続
の
優
勝
を
飾
っ
た
「
リ
ゅ
う

ぐ
う
鯛
焼
」
と
高
橋
さ
ん
⑤

南
相
馬
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
大
会

　
被
災
地
で
生
ま
れ
た
新
し
い

味
を
競
い
復
興
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
第
５
回
「
復
興
グ
ル
メ

Ｆ
１
１
大
会
」
は
1
9
日
、
県
内

‐
J
~
･
I

で
初
め
て
南
相
馬
市
で
聞
か
れ

た
。
本
県
と
宮
城
、
岩
手
両
県

か
ら
復
興
グ
ル
メ
1
5
品
が
出

品
さ
れ
、
来
場
者
の
投
票
の
結

果
、
関
市
の
仮
設
商
店
街
「
か

し
ま
福
幸
商
店
街
」
に
拠
点
を

圖
く
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
南
相
馬
（
南
相

馬
市
）
の
「
り
ゅ
う
ぐ
う
蛸
焼
」

が
前
回
の
南
三
陸
町
大
会
に
続

き
優
勝
し
た
。
同
大
会
で
の
連

覇
は
初
。

　
ほ
か
の
県
勢
は
Ｎ
Ｏ
　
Ｄ
Ｏ

ｎ
ｃ
ｏ
　
Ｎ
Ｏ
　
Ｓ
ｏ
ｍ
ａ

　
（
相
馬
市
）
の
「
ど
ん
こ
つ
み

れ
汁
」
が
準
優
勝
。
リ
ポ
ー
ン

相
馬
（
同
）
の
「
あ
ん
こ
う
の

唐
揚
げ
」
が
入
賞
し
た
。

　
会
場
に
は
開
場
前
か
ら
長
い

列
が
で
き
、
昼
ま
で
に
計
７
５

０
０
食
が
完
売
し
た
。
鹿
島
商

工
会
を
中
心
に
し
た
実
行
委
員

会
（
委
員
長
・
沢
田
一
夫
鹿
島

商
工
会
長
）
に
よ
る
と
、
来
場

者
は
過
去
最
多
。

’
り
ゅ
う
ぐ
う
蛸
焼
は
タ
コ
、

ツ
ブ
貝
、
ホ
タ
テ
を
入
れ
た
３

種
の
タ
コ
焼
き
を
長
ネ
ギ
、
ワ

ビ
な
ど
を
加
え
た
出
汁
し
ょ

う
ゆ
で
味
わ
う
和
風
の
一
品
。

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
南
相
馬
の
高
橋
秀
典

代
表
（
4
2
）
は
「
原
発
事
故
の
影

響
で
食
品
類
に
逆
風
が
吹
く

中
、
南
相
馬
の
食
べ
物
が
支
持

さ
れ
、
と
に
か
く
う
れ
し
い
」

と
話
し
た
。

　
大
会
は
被
災
地
の
現
状
を
全

国
に
発
信
し
、
被
災
地
間
の
協

力
体
制
を
築
こ
う
と
昨
年
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
で
初
開
催
。
そ

の
後
３
ヵ
月
ご
と
に
被
災
地
を

会
場
に
開
か
れ
た
。
県
内
か
ら

は
い
ず
れ
も
南
相
馬
市
の
「
か

し
ま
ス
ー
プ
焼
き
そ
ば
」
　
「
侍

は
ら
こ
め
し
」
も
出
品
さ
れ
た
。

　
受
賞
グ
ル
メ
次
の
通
り
。

　
優
勝
几
リ
ゅ
う
ぐ
う
蛸
焼
（
南
相
馬

否
▽
準
優
勝
ｈ
ど
ん
こ
つ
み
れ
汁
（
相

馬
市
）
▽
３
位
且
二
院
シ
ャ
ケ
さ
け
か

言
つ
ど
ん
（
岩
手
県
陸
前
亮
田
市
）
▽

敢
闘
貫
目
目
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
タ
コ
カ
レ

ー
（
宮
城
県
南
三
陸
町
）
▽
南
相
馬
賞

＝
お
お
つ
も
磯
の
イ
ガ
ッ
コ
汁
（
岩
手

県
大
槌
町
）
▽
仙
台
コ
カ
・
コ
土
フ
ボ

ト
リ
ン
グ
貫
＝
七
宝
汁
（
宮
城
県
七
ヶ

浜
町
）
▽
伊
藤
園
賞
呂
あ
ん
こ
う
の
唐

揚
げ
（
相
馬
市
）
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